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１－１　オブジェクト修正
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使用例： 文字の内容・高さ・色の変更

給水配管の色・線種・属性の変更

衛生器具の色変更

作成メニューにて作成した円や線分の線種・色変更

寸法作成の文字修正
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１． 修正 ― ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ修正 をクリックします。

　
２. ＜編集する要素を指示＞ときいてきますので、

属性を変更させたい要素をクリックで直接選択します。
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３. 各要素の属性変更ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、

クリック選択やｷｰﾎﾞｰﾄﾞからの半角数値入力で変更します。
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※ Enterキーを押すまでは、連続して変更が可能です
　　　４．Enterキーもしくは右クリックしキャンセルで終了します。

★★★★★★★★★★★★ 各要素別の変更の仕方 ★★★★★★★★★★★★

☆ 文字の場合 ☆

　　　　　① クリックで文字を直接選択します。

　　　　　② 文字変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。

③ 文字列を変更する場合は、枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから文字列を入力します。

④ 出力時の文字の高さを変更する場合も、文字列と同じ要領で

枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力します。（半角数字）
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⑤ 色・位置・ｽﾀｲﾙを変更する場合は、　　をクリックして

それぞれ選択します。
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⑥ 　　　　　　　　　　　 　 を押します。

　　　　　⑦ 終了はキャンセルボタンを押します。
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☆ 引出し線の場合 （文字・引出し線記入・本管部材名引出し）☆

① 引出し線の 線部分　→　文字 と順にクリックします。
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② 引出し線変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。
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③ 文字列を変更する場合は、枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから文字列を入力します。

④ 出力時の文字の高さを変更する場合も、文字列と同じ要領で枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力します。（半角数字）
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⑤ 文字色・引出し線色・ｽﾀｲﾙを変更する場合は、各　 をｸﾘｯｸして選択します。
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　　　　　⑥ 引出し線の矢印の位置を変更する場合は、　　　　　　 ｸﾘｯｸで

　　　　　　「引出線の始点」をきいてきますので、クリックで始点を指示します。
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⑦ 引出し線の文字の位置を変更する場合は、　　　　　　　クリックで

　　　　　　「引出線の文字位置」をきいてきますので、クリックで位置を指示します。
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⑧ 　　　　　　をクリック。→ 要素の変更が完了します。

　　　　　⑨　終了はキャンセルボタンを押します。

内容の変更と位置移動は同時に出来ません。変更後位置移動してください。

※　引き出し線を正しくクリックしませんと文字を修正した際の

　　線の引き出し線の長さが変わりませんので注意して下さい。

☆ 配管の場合 ☆

　　　　　① 配管を直接クリックして選択します。

　　　　　② 配管属性変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。

③ ﾗｲﾝ・管種・管径のいずれかの枠から、変更後の内容をクリックで

選択します。
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④ 色・線種を変更する場合は、　　をクリックして

ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから変更後の色や線種を選択します。

⑤ 管長を変更する場合は、枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから管長を半角数字で入力します。

　　（※この場合、距離を変更しても線の長さは変わりません）
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⑥ 　　　　 　　　　　　　　　　　　　を押します。

　　　　　⑦　終了はキャンセルボタンを押します。
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☆ 給水機器の場合 ☆

　　　　　① 給水機器を直接クリックで選択します。

　　　　　② 給水機器属性変更ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。（機器の部分の変更）

③ 機器の名称を変更する場合は、給水機器枠の名称枠に、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから

名称を入力します。

④ 給水機器の色を変更する場合は、給水機器枠の色ﾒﾆｭｰから

変更後の色をクリックで選択します。（立上り管の部分の変更）

⑤ 管種・管径・色・線種のいずれかの枠から、変更後の内容を選択します。

⑥ 管長を変更する場合は、枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから管長を半角数字で入力します。
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⑦ 　　　　 を押します。

　　　　　⑧　終了はキャンセルボタンを押します。
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☆ 下水連動縦断にて配置した桝の色変更 ☆
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　　　　　① 桝をクリックします。（線上をクリック）

　　　　　② 部品属性変更のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので
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　　　　　　　　をクリックして変更後の色を
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選択し　　　　　　　を押します。

　　　　　③ 終了はキャンセルを押します。

☆ 作成メニューで作図した線分・円の色変更 ☆
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　　　　　① オブジェクトをクリックします。（線上をクリック）

　　　　　② 色・線種変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きますので
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　　　　　　　　をクリックして変更後の色や線種を
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選択し　　　　　　　を押します。

　　　　　③ 終了はキャンセルを押します。

☆ 衛生器具・建具・配管部品・本管の色・名称変更 ☆

　　　　　① オブジェクトをクリックします。
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　　　　　② 部品属性変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。

[image: image32.png]


③ 色を変更する場合は　 をクリックして

ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから変更後の色を

選択します。

④ 名称を変更する場合は、名称枠に

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから名称を入力します。
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⑤ 　　　　　　　を押します。

　　　　　⑥終了はキャンセルを押します。

☆ 寸法の場合 ☆

　　　　　① 寸法の文字を直接クリックします。

　　　　　② 寸法線変更 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。

③ 寸法値を変更する場合は、枠にｷｰﾎﾞｰﾄﾞから数値を入力します。

④[image: image34.png]


 コマンド終了はEnterキーを押します。
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１－２　ｵﾌｾｯﾄ（平行線）
平行線、同心円、平行な曲線を作成
[image: image36.png]ok




１. 修正 ― ｵﾌｾｯﾄ（平行線）をクリックします。

２. 既存の要素と作成したい平行線との間隔を

きいてきますので、

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞから半角数字で間隔を入力して

[image: image37.png]


Enterキーを押します。

　　　　　（※　mm単位で入力します）

３. 平行線を作成したい要素をきいてきますので、オブジェクトをクリックで選択します。
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４. オフセットする側をきいてきますので、クリックで方向を指示します。

[image: image39.png]



　　　　　　→ 平行線が作成されます。
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☆ Enterキーを押すまでは、連続して作成が可能です。 ☆
☆ ｵﾌｾｯﾄ間隔は、図面の尺度を考慮した数値を入力してください。 ☆
　　　　　（例）数値はｍｍ単位になりますので１ｍの場合は1000mm

1000と入力します。

５. 終了はEnterもしくは右クリックします。
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１－３　ﾄﾘﾑ　　

要素を 部分ｶｯﾄ する
１. 修正 ― ﾄﾘﾑ をクリックします。

２. ＜トリムの境界に使用する図形を選択＞ときいてきますので

ｶｯﾄしようとしている境界の要素をクリックで選択します。
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３. ｶｯﾄしたい要素をきいてきますので、クリックで選択します。

[image: image43.png]fset
SRS/ 176, MERE <T>:
AY{RMR RIE1/20000

B2t [€s |8 ¢




　　

　→ 選択した部分がカットされます。

※　線が交差していないとトリムされません

※　スプライン曲線はトリム出来ません

※　登録部品上に線が交差していてもトリム出来ません
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☆ Enterキーを押すまでは、連続してカットが可能です。 ☆
４. 終了はEnterもしくは右クリックします。
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１－４　部分削除　　

要素を部分的に削除する
１. 修正 ― 部分削除をクリックします。

２.次に、部分削除したい一点目をクリックします。
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３. ＜2点目を指定＞ときいてきますので、2点目をクリックします。
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　　　　　　  → 要素が部分削除されます。

※　円の場合は左周りでカットして下さい

　　　　　　　※　スプライン曲線は部分削除出来ません
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円の場合は左回りで削除してください
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１－５　結合　　

切れている線分や円弧を結合する
1. 修正 ― 結合をクリックします。

２. ＜結合する線分または円弧を選択＞ときいてきますので、

１つめのオブジェクトをクリックで選択します。
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３. 次に接続する要素をきいてきますので、２つめのオブジェクトをクリックで選択します。
＊＊＊線分の場合＊＊＊

　　　　　　　　＜接続する線を選択＞ときいてきますので
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　　　　　　　　２つめの線分をクリックで選択します。

＊＊＊円弧の場合＊＊＊

　　　　　　　＜反時計回りに接続する円弧を選択＞ときいてきますので
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　　　　　　　反時計回りにある円弧を

　　　　　　　クリックで選択します。
→ ２つの要素が結合されて1要素になります。

☆結合は、１つめに選択した要素の属性で結合されます。☆

　　　　　　　　（例）１つめの要素…実線／２つめの要素…破線

→ 結合された要素は実線になります。
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１－６　削除　　

　図面から要素を削除する
１. 修正 ― 削除をクリックします。

２. 次に、削除したいオブジェクトをマウスで選択し、右クリックします。

※　Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に削除することができます。
　　　　　　→ 選択した要素が削除されます。

　　　　　　　※　先にオブジェクトを選択後、削除をクリックしても消えます

１－７　角揃え　　
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要素のｴｯｼﾞを切断して角をつけます
１. 修正 ―角揃えをクリックします。
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２．角揃えする線分の一本目を指示します。
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３. 角揃えする線分の二本目を指示します。

４. 角ができます。
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１－８　延長　　　

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを延長して別のオブジェクトに接合する
１. 修正 ―延長をクリックします。
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２．延長先の線分を選択し、右クリックします

　　(最初にENTERを押すと全て選択になります。)

複数ある場合は続けて選択します。
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３．延長する線分を指示します。(延長したい側を)

複数ある場合は続けてクリックします。
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４．終了は右クリックします。
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１－９　移動　

指定した方向と距離に要素を移動させる
１. 修正 ― 移動をクリックします。

２. 次に、移動したいオブジェクトをクリックし、右クリックします。

※　右クリックもしくはEnterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に移動させることができます。
３. 基点をきいてきますので、オブジェクトの上または近くをクリックで
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指示します。

４. 次に目的点をきいてきますので、マウスを移動しクリックします。

[image: image88.png]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→ 要素が目的点に移動。

※　スナップが有効の場合にきっちり移動が出来ます

　　　　　　　※　逆にスナップが有効で線分等に結合する場合もあります
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１－１０　複写　　

　　　　　要素を複写（ｺﾋﾟｰ）する
１. 修正 ― 複写をクリックします。

2. 次に、複写したいオブジェクトをクリックで選択し、右クリックします。

※　右クリックもしくはEnterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に複写させることができます。
３. 基点をきいてきますので、オブジェクトの上または近くをクリックで
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選択します。

４. 次に目的点をきいてきますので、マウスを移動しクリックします。
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→ 要素が目的点に複写されます。

　　※　スナップが有効の場合にきっちり移動が出来ます

　　　　　※　逆にスナップが有効で線分等に結合する場合もありますので注意します

　　　　　※　連続コピーをする場合はｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ選択後、キー入力にて　　

　　　　小文字のmを打ちエンターします。あとはコピー先をクリックで

指示します
　

１－１１　複写（ウインドウを利用）　

　作成した平面図等を他の図面や申請書に複写する方法
作成した図面を開いた状態で新たに申請書等を開きます

ウインドウメニューから左右に並べて表示をｸﾘｯｸします
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※不要な図面がありましたらその図面のｳｲﾝﾄﾞｳを閉じます

複写したい図面上をｱｸﾃｨﾌﾞにします（図面上でｸﾘｯｸすると枠が青になります）

修正の複写で図面を選択し、基点は図面の中心付近をｸﾘｯｸ

配置点は貼り付ける図面上で一度ｸﾘｯｸしｱｸﾃｨﾌﾞにすると

複写図面がﾏｳｽに付いてきます、後は場所を決めて配置します。
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１－１２　鏡像　

要素を、鏡にうつしたように反転させてｺﾋﾟｰする

１. 修正 ― 鏡像をマウスでクリックします。

1. 反転ｺﾋﾟｰさせたいオブジェクトをマウスで選択して、右クリックします。

※　右クリックもしくはEnterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に反転ｺﾋﾟｰさせることができます。
[image: image98.png]P



３. 対称軸の始点をきいてきますので、

一点目をクリックします。

　　　　　（鏡があると仮定した軸です）

４. 次に対称軸の二点目をきいてきますので、
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同様にしてクリックします。

５. 元の図形を削除するかどうかをきいてきます。

削除する場合は半角でYとｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力してEnterキー、

削除しない場合はそのままEnterキーを押します。

[image: image100.png]



→ 要素が反転ｺﾋﾟｰされます。
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１－１3　回転　

基点を中心に回転させる
１. 修正 ― 回転をマウスクリックします。

２.　次に、回転させるオブジェクトをマウスで選択して、右クリックします。

※　右クリックもしくはEnterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に回転させることができます。
３.　回転基点をきいてきますので、クリックで指示します。
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４. 次に回転角度をきいてきますので、画面を確認しながらマウスを動かし

要素を回転させ、クリックで決定します。
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　　　　　（左周りの角度をキーボードから

　　　　　　入力しても回転します）

　

　　　　→ 要素が回転して表示されます。

１－１４　長さ調整/部分縮尺　

　１．長さ調整　オブジェクトを指定した倍率で拡大または縮小させる

[image: image105.png]trim
fioRR- w5 EE A ER N2 TOREEER:
A3Y{R°MR RIE1/20000

prt[és Hlewoa@




１－１　修正 ―長さ調整/部分縮尺をクリックします。

１－２　長さ調整を選択します。

[image: image106.png]


測定距離の　　　　　　をクリックして

図面上の２点間の距離を測定しますので

マウスにて2点間をｸﾘｯｸしますと測定距離に数字が反映します

１－３　次に変更したい距離を入力します。

１－４　元図形を残すのチェックを外します（原図が必要な場合はチェックします）

１－５　ＯＫ　ボタンを押します。
１－６　図形を選択します。
１－７　基準点（図形の中心ぐらい）を指示します。
１－８　配置点（変更した図形を配置する場所）を指示します。

１－９　変更された図面が表示されました。
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2． 部分縮尺　を選択します。

　　　　　　全体図の尺度が２００の中に尺度５０や２０の部分図面を　

　　　　　　作図する際に使用します

　　　　　　尚　部分縮尺を行う前に　必ず実寸にて図面は作図しておきます
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２－１　現在の尺度は変更出来ません

変更したい尺度を入力します

２－２　元図形を残す場合はチェックを入れておきます。

２－３　ＯＫ　ボタンを押します。
２－４　図形を選択します。
２－５　基準点（図形の中心ぐらい）を指示します。
２－６　配置点（変更した図形を配置する場所）を指示します。

２－７　作図されました。

　　　２－８　出来れば作図図面の近くに尺度を明示する文字を記入しておく事を

　　　　　　　お勧めします

１－１５　尺度変更　

要素を指定した倍率で拡大または縮小させる
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１. 修正 ― 尺度変更をクリックします。

２. 次に、尺度変更したい要素をクリックで選択し、Enterキーを押します。

※　Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に尺度変更させることができます。
３. 基準点をきいてきますので、クリックで選択します。
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（推奨基点は要素の左下あたりです。）

４. 次に尺度をきいてきますので、半角数字をｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力します。
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（例１）要素を２倍に拡大したい場合

半角数字で「2」と入力して

　　　　　　　　Enterキーを押します。

　　　　　　　　　→ 要素が2倍に拡大されます。

（例２）要素を半分に縮小したい場合

[image: image124.png]


半角数字で「0.5」と入力

Enterキーを押します。

→ 要素が半分に縮小されます。

１－１６　ｽﾄﾚｯﾁ（伸縮）

[image: image125.png]


要素を伸縮させる
１. 修正 ― ｽﾄﾚｯﾁ（伸縮）をマウスでクリックします。

２. 伸縮したい要素を、交差窓（右から破線枠で囲む方法）で選択し、

Enterキーを押します。
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※　Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に伸縮させることができます。

３. 基点をきいてきますので、クリックで基点を指示します。
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４. 目的点をきいてきますので、同様にしてクリックで指示します。
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→ 選択した要素が伸縮されます。
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上記の四角を選択する場合に右から左に向かってｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択します
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１－１７　面取り　

要素のｴｯｼﾞを斜めに切断する
１. 修正 ― 面取りをマウスでクリックします。

２. 現在の面取りの距離を確認して、図面の尺度から考えて小さすぎる場合は

半角でD（小文字dでもよい）とｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力してEnterキーを押します。
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３. 1本目の面取り距離をきいてきますので、半角数字でｷｰﾎﾞｰﾄﾞから距離を

入力してEnterキーを押します。2本目の面取り距離は、自動的に

１本目と同じ距離に変更されますので、同じ距離の場合はEnterキー、

違う距離の場合は、１本目と同様に数値を入力し、Enterキーを押します。
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４. いったんコマンドが終了されますので、もう１度 面取りをクリックします。

５. 先ほど変更した距離になっているかどうかを確認します。

確認後、１つめの要素をクリックで選択します。
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６. 同様にして２つめの要素もクリックで選択します。
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→ ２要素間が面取りされます。
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※　 面取りの距離は、図面の尺度を考慮した数値を入力してください。 ☆
　　　　　（例）1/100の図面上で１0mm角の面取りをする場合

10×100と考えて、1000と入力します。
※　面取りの距離は、マウスで２点間をクリックで指示する事も出来ます

１－１８　ﾌｨﾚｯﾄ（ｺｰﾅｰ丸め）
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要素のｴｯｼﾞを切断して丸める
１. 修正 ― ﾌｨﾚｯﾄ（ｺｰﾅｰ丸め）をマウスクリックします。

２. 現在のﾌｨﾚｯﾄ半径を確認して、図面の尺度から考えて小さすぎる場合は

半角でR（小文字rでもよい）とｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力してEnterキーを押します。


３. ﾌｨﾚｯﾄ半径をきいてきますので、半角数字でｷｰﾎﾞｰﾄﾞから半径を

入力してEnterキーを押します。

４. いったんコマンドが終了されますので、もう１度  ﾌｨﾚｯﾄを

クリックします。

５. 先ほど変更した半径になっているかどうかを確認後、

要素の１つめ、２つめと順にクリックで選択します。


→ コーナーに丸みがつけられます。


☆ ﾌｨﾚｯﾄの半径は、図面の尺度を考慮した数値を入力してください。 ☆
　　　　　（例）1/100の図面上で半径１0mmのﾌｨﾚｯﾄをする場合

10×100と考えて、1000と入力します。
１－１９　図形特性
特性変更及び画層変更を行います
　尚　ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをＷクリックしても「図形特性」のダイアログになります

１. 修正 ― 図形特性をマウスでクリックします。

２. ＜修正する図形を選択＞ときいてきますので

オブジェクトを選択し、Enterキーを押します。

※　Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に特性変更させることができます。＊
３. 図形のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ　のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開きます。







　

４. 画層・線種の変更は、各枠の　　をクリックしてﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰから選択します。


５. 色の変更は　　　　　　をクリックして

色パレットを開き、クリックで選択して

　　　　　　　　　　をクリックします。

　※　複数のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択しますと画層や色の表示が

　　　　　　　　ＶＡＲＩＥＳの表示になります

　　　　　　　この意味は複数の要素が含まれているとの事です
６. 図形のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに戻りますので

　　　　　　　　をクリックしてコマンドを終了します。

　　　　　　→ 選択した図形の特性が変更されます。

※　複数のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択した場合に下記のようにタブが複数

　　　　　　表示されます。LINEは線でTEXTは文字の内容が表示されます


１－２０　ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｺﾋﾟｰ　

要素の属性を他の要素にｺﾋﾟｰする
１. 修正 ― ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨｺﾋﾟｰをマウスでクリックします。


２. ＜図形を選択（コピー元）＞ ときいてきますので、

ｺﾋﾟｰさせたい元要素をクリックで選択します。


３. 次に、＜図形を選択（コピー先）＞ ときいてきますので、

属性をｺﾋﾟｰしたい要素をクリックで選択します。


＊Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素に同じ属性をｺﾋﾟｰすることが可能です。

· 主な使用方法としまして、文字の大きさ・スタイル・色の統一や

線分の画層・色・線種を一括でコピーしたい場合に便利です






１－２１　分解　

ブロック化されている複数要素を１要素ずつに分解する
１. 修正 ― 分解をマウスクリックします。


２. 次に、分解したい要素をクリックで選択し、Enterキーを押します。

＊　Enterキーを押すまでは要素の選択が可能ですので、

複数の要素を一度に分解することができます。

　　　※　使用例としては、ブロック部品や寸法線などを分解して色を変更したり

　　　　　線種を変更します

　　　本管の部品の色を変更する場合も分解してから修正します


2． 編集メニューの説明

　
　


２－１画層管理

　　　画層管理をｸﾘｯｸしますと画層毎に表示が出来ます

見たい画層をダブルｸﾘｯｸで表示可能です

２－２　オプションの設定方法
一般タブの内容

2-2-1　自動保存時間の設定で最低1分から設定出来ます

自動保存ﾌｧｲﾙの拡張子は標準がSV＄です。

（自動保存のﾃﾞｰﾀを開くにはﾒﾆｭｰのﾌｧｲﾙに自動保存ﾃﾞｰﾀを開くがあります）

保存ﾌｧｲﾙ形式（AutoCADのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ）は任意に設定可能です



2-2-2  ﾊﾟｽ/ﾌｧｲﾙのﾀﾌﾞはﾒｰｶｰで使用します

2-2-3  表示ﾀﾌﾞは画面の背景色を変更できます




2-2-4　　ｸﾛｽﾍｱ ｶｰｿﾙのｻｲｽﾞ変更


· 座標軸の色は任意に変更出来ます（Z軸は関係ありません）

· 標準は100になっています変更も可能です

　　　

　　　　図１　　　　　　　　　　　　　　　図２

2-2-5　印刷のﾀﾌﾞ（ここでは使用しません）

2-2-6　スナップ設定


２－３　設定 



２－３－１　画層（ﾚｲﾔｰ）管理

１. 画層管理をｸﾘｯｸします。

２. ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ－画層 が開きます。

３. SW設備は新規に画層を作成する必要がありません。

メニュー毎に決められています。
４. 各画層の色や線種、表示／非表示などを変更したい場合は、

クリックで直接選択して変更できます。


５．ﾛｯｸをYESにすると画層がﾛｯｸされます

２－３－２　線種設定

１.線種設定をｸﾘｯｸします。
２. ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ－線種 が開きます。

　　　　＊「線種名」で　　が入っているのが現在の線種です。＊


編集メニューから新規をｸﾘｯｸし線種の追加が出来ますが詳細はお問合せ下さい
線種の内容は
CONTINUOUS－実線　HIDDEN―破線　HIDDEN２－破線のピッチが細かい
CENTER－１点鎖線　CENTER2－１点鎖線のピッチが細かい　DOT－点線

PANTOM－２点鎖線　PANTOM２－２点鎖線のピッチが細かい

　　以上になります

２－３－３　文字ｽﾀｲﾙ管理


1． 字スタイル管理をクリックします。

（この設定は文字のメニューの文字スタイル設定と同じです）
２. 文字ｽﾀｲﾙ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

３. 文字ｽﾀｲﾙを変更する場合は、「現在の文字ｽﾀｲﾙ」の　　をクリックして

使用したいスタイルを選択します。

４. フォントは、下記を参考に選択してください。

　　　

· HT10は縦横比が同じです、HT08は縦に対して横が80%の意味です

· 他からのdwgデータを開いた場合に文字が化ける事があります

これは、文字スタイルがSTANDARDの場合で、尚且つ

ビックフォントが“なし”になっていますのでEXTFONT.shxにします

　　※　HT10の文字フォントの名前を明朝、等にすると表示も明朝になります

（＠付きの明朝、等は縦文字になりますので注意して下さい）

５. 変更が終了しましたら　　　　　　　をクリックし、

次に　　　　　　　をクリックしてコマンドを終了します。

２－３－４　寸法ｽﾀｲﾙ設定 

１. 寸法スタイル設定をクリックします。

　　　（この設定は寸法メニューの寸法スタイル設定と同じです）

２. SW設備－ITでの初期設定寸法ｽﾀｲﾙは「STANDARD」です。

３. ＜矢印＞のタブをクリックします。
矢印の変更は、各項目の　　のクリック等で変更してください。




４. ＜文字＞のタブをクリックします。
　　　　　文字スタイル等の変更は各項目の　　のクリック等で変更してください。


５. 変更した内容を今のままで上書きされる場合には必ず

　保存してOKをクリックします

変更した内容を新規の寸法スタイルとして保存したい場合は、

をクリックして 寸法ｽﾀｲﾙの新規作成 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示させます

新しい寸法ｽﾀｲﾙ名を入力して　　　　　　　をクリックします。


６. 変更が終了しましたら保存　　　　　　　をクリックしてコマンドを終了します。

２－３－５　ツールバー
　　ここでは使用しません
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文字の修正例　　　　　　線分の修正例　　　　　登録部品の色修正例
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＜注意！！＞


文字を先にクリックしてしまうと


文字変更ダイアログが表示され


文字列の変更のみとなり、引出線の線の長さは


文字列に合わせて自動的には変更されません。


文字列の幅と連動させて引出線の長さを


自動的に変更させる場合は必ず引出線の線上を


先にクリックするようにして下さい。
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＜注意！！＞


寸法値の変更は、数値を


あくまでも「文字」として変更しますので


実際の寸法値を変更しても


図形大きさが変化することはありません。
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選択部分をｶｯﾄ





これをクリック





クリック


（1点目）





クリック


（２点目）





次の位置左周りで指示





最初の位置





１つめ





１つめ





� EMBED PBrush  ���





� EMBED PBrush  ���
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一番上の黒い実線を下の2本に属性ｺﾋﾟｰした場合（全て同じ図形特性になります）
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直前のコマンドを取り消します


コマンドを使用する前の状態に戻します


一つの動作を戻します


クリップボードへ切り取り


クリップボードへのコピー


クリップボードの貼り付け


クリップボードの形式を選択して貼り付け


画層一覧が表示されます


作図基本設定


作図画面・自動保存の設定
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画面の背景色を変更できます
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ｸﾛｽﾍｱ ｶｰｿﾙｻｲｽﾞが5の時





ｸﾛｽﾍｱ ｶｰｿﾙｻｲｽﾞが100の時





�





ｽﾅｯﾌﾟの色はきっちりﾓｰﾄﾞの際


ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに表示される色です


画面が黒の場合は黄色が


画面が白の場合は青色が


判り易いです
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左記設定から、ここでは


画層設定・線種設定


文字ｽﾀｲﾙ管理・寸法ｽﾀｲﾙ管理


につきまして説明します
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